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論 文 の 内 容 の 要 旨
　維管束着生植物は、森林内の種多様性の高さに貢献するとともに、生態系の機能に関しても重要な役割を
果たしていることが知られている。本研究では、森林内における着生植物の種多様性の維持機構を明らかに
するために、着生植物の分布に対する生育地の環境と分散の影響を検討した。着生植物は、ホスト樹木にハ
ビタットを依存している。そのため、生育地の環境としては、大きさや樹種といったホスト樹木の特性に着
目した。また、分散については、空間分布パターンから推測した。
　初めに、ホスト樹木の特性と着生植物の分散能力が、着生植物の種多様性の分布に与える影響について検
討した。その結果、ホスト樹木のサイズと樹種は、着生植物の多様性にとって同じくらい重要な要因である
ことが明らかになった。また、着生植物の多様性の空間分布は集中分布する傾向を示さなかった。したがっ
て、ホスト樹木のサイズや安定性、樹種内で共有される特性が着生植物の種多様性の分布に影響を与える重
要な要因であり、分散には大きな制約がないことが示唆された。
　次に、ホスト樹木の樹種レベルの特性と個体レベルの特性のどちらが重要なのかを検討するために、着生
植物とホスト樹木の相互作用の構造と特異性について検証した。構造については、着生植物とホスト樹木の
種対種の関係（種間関係型）と種対個体の関係（島型）のどちらがより現実のパターンを説明できるかどう
かを評価した。相互作用における各種の特異性は、それぞれの種が維持している相互作用のパートナーの数
（リンク数）で評価した。その結果、構造については、島型の関係の方がより現実のパターンを説明しうる
ことが示され、着生植物の種の分布に対しては、基本的にはホスト樹木の個体レベルの特性がより重要なこ
とが示唆された。しかし、ホスト樹木の一部の種は、偶然で期待されるよりも多い、もしくは少ないリンク
数を保持していた。したがって一部の特殊な樹種のみが、着生植物の定着を特に促進する、もしくは抑制す
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る特性を有していると考えられる。
　最後に、ホスト樹木の特性と着生植物の分散能力が、着生植物の種ごとの分布に与える影響について検討
した。ホスト樹木の着生植物種の分布に対する説明力は、多様性に比べて低くなっていた。また、一部の着
生植物種の空間分布は集中分布する傾向がみられ、着生植物の分散能力には、種ごとに差がある可能性があ
ることが示された。　しかし、その程度は小さいため、大きな影響は与えていないと考えられる。
　以上の結果から、本研究のスケールにおいては、着生植物の種多様性を維持するメカニズムとして、ホス
ト樹木の個体レベルで異なる環境に対するニッチ分化が重要であること、また分散の影響は小さいことが示
唆された。また、一部の樹種や、サイズの大きい樹木は、着生植物の定着を特に促進、もしくは抑制する効
果を持つために、多様性の分布に影響を与えると考えられる。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、森林とくに照葉樹林の種多様性維持に大きく貢献している着生植物に焦点を定め、着生植物の
種多様性の分布とホスト樹木の特性や着生植物の分散能力について明らかにしたものである。そのため、現
在の日本で考えられるもっとも理想的な調査地である宮崎県の綾国有林内に設置されている森林総合研究所
の試験地内に調査区を設け、精力的な現地調査と緻密なデータ解析により、さまざまな考察を重ねた。その
結果、着生植物の種多様性を維持するメカニズムをある程度明らかにし、とくに一部特有な樹種だけが着生
植物の定着をとくに促進したり、逆に抑制することなど、新たな事実を明らかにした。
　本審査委員会では、地形や土壌などの変異の大きい調査地で、意欲的かつ緻密な研究計画を立て、それを
実行し、さらにさまざまな統計手法を用いて適切に解析した点が高く評価された。また、多くの英文の文献
を読みこなし、自らも英語の論文を完成させたことも評価された。
　これまで、その調査の困難性の故に、関心は持たれつつも研究が進まなかった着生植物について、意欲的・
先導的に質の高い研究をまとめたことが高い評価につながった。
　よって、著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める。
